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発刊によせて 

  

 令和４年度は、心配された凍霜害や降雹、台風等による農業被害は少なく、また他の大きな

災害もない中で各作物の収穫期を迎えることができました。しかし、気象的には不安定な時期

があり、干ばつと多雨を繰り返すなど、栽培管理に苦労するとともに、品質や収量低下などの

影響が出た作物もありました。加えて、令和５年２月には大雪により管内全域で 140棟余のパ

イプハウスが倒壊するなど大きな被害が発生してしまいました。被害に遭われた生産者の皆様

にはあらためてお見舞いを申し上げます。 

社会情勢では、新型コロナウイルス感染症の感染レベルの高い状態が続き、様々な制約や行

動制限が続く中で、農業分野への影響も長期化しています。また、国際情勢の変化に伴い、肥

料や飼料、きのこ培地、さらに燃油や電気に至るまで農業生産に欠かせない資材や燃料が高騰

し、農業生産環境は極めて厳しい状況に置かれることとなりました。 

このような状況において、私どもの普及活動にも影響が生じています。新型コロナウイルス

感染症の感染防止の観点から講習会や研修会等は集合形式からリモート方式が主体となり、農

家との交流の時間も限られるなど、思い通りに活動のできない歯がゆさの中で経過しました

が、生産者を始め関係機関の皆様のご理解とご協力により普及活動計画に基づく業務を遂行で

きたことに、この場をお借りして御礼申し上げます。 

当支援センターでは「第３期長野県食と農業農村振興計画〈上伊那地域の発展方向〉」に基

づき、「二つのアルプスが輝く大地と人を育む上伊那の農業・農村」を普及活動基本目標に、

重点活動課題「水田農業経営体の複合化、新品種・新品目導入による活性化」の取組みをスタ

ートさせたほか、15 の一般活動課題並びに６課題の調査研究活動に鋭意取り組んでまいりま

した。 

 このうち重点活動課題では、上伊那農業の基幹であり、また大きく経営環境が変わりつつあ

る水田農業について、認定農業者や集落営農組織を対象として、①組織特性に応じた転作部門

の強化、②高収益作物の導入促進と生産性向上、③経営基盤強化対策 に取り組んでまいりま

した。転作部門の強化としては、小麦「ハナマンテン」に代わる新品種「東山 53 号（ハナチ

カラ）」の特性が発揮できるよう肥料試験を実施したほか、大豆新品種「東山 231 号（すずみ

のり）」の展示ほを設置して品種転換の検討を進めました。また、調査研究活動では、花き「ト

ルコギキョウ」の連作障害対策として「隔離栽培」の有効性を検討し、一定の成果を得ること

ができました。 

これらの活動も含め、ここに上伊那農業農村支援センターとしての一年間の活動成果を「普

及活動実績集」として取りまとめましたのでご一読いただき、業務や農業経営の参考にしてい

ただければ幸甚に存じます。 

今後も、市町村やＪＡ等の関係機関・団体の皆様と連携して、農業者の所得向上並びに上伊

那地域農業・農村の活性化に向けて一層努力してまいりますので、ご理解とご協力を賜ります

ようよろしくお願い致します。 

 

令和５年３月 

長野県上伊那農業農村支援センター 

所 長  赤 羽  洋 
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